






その他のタイトル Morphology and Phonology of Suffixed




















( {足音ないし を含む語形で， ではこちらを
(1) a. どカピカ， キラキラ 9 ガタガタ 3 グノレグノレ (単純京復形〉



























天沼 (1974:45) は，オノマトベの形態構造の網羅的な分類を試みる中で 7 拡張
反復形の組成について次のように説明している。
XYXY型の末尾に，促音「ッJ，又は，はねる音「ン」を伴っているもの。
(例)カラカラッ，ガラガラッ， キラキラッ， ギラギラッ， クノレクノレッ， グノレ
グソレッ， コロコロッ， ゴロゴロツ 3 サラサラッ，ニタニタッ，ノ〈ラパラ
ツ，ピリピリツ 3 ポタポタッ (XYXYt型)











(2) XY > XY + XY > XYXY十 Af
この解釈は従来一般的であるようで，同様の見方を示した研究としては，ほかに
も渡遺(1952)，石垣 (1965)，泉 (1976)，Waida (1984)，田守・スコウラップ(1999) 










(3) a 単純反復形 [Stem十 REDJ




この解釈を採るべき根拠として那須 (2001) が指摘するのは 単純反復形と拡張
















































































































































(12) a. 単純反復形 #F' b 拡張反復形 .•• F' # 
(go' ro) -goro goro-go (rぜ Q)
(do' ki)聞doki doki-do (ki' Q) 
(go' to)古oto goto-go (to' N) 
(ba' ta)ーbata bata七a(ta' N) 























なお Hamano(1998: 32-34) は 単純反復形であれ拡張反復形であれ，あるいは
これら以外のし、かなるオノマトベであれ3 そのアクセントはおしなべて次の規則を
通じて作られるとの分析を示しているて
(15) [AJssign an accent on the leftmost ofthe "strongest" feet. (Hamano 1998: 33) 
この分析に従えば，アクセント形成の方略において単純反復形と拡張反復形との問





































ことを示唆している。「語葉化J とは，日守(1991:118) によれば I本来動物の
鳴き声や人間の声を模写したり，自然界の物音を模倣したりしてつくられた」オノ




の進行度を測るうえで [と j の随意性ならひ、に動詞組み入れ(サ変動詞化)を有





「と jが伴わない。一方後者は 3 その音韻形態によって，動詞組み入れ可能な
ものとそうでないものがあり，動詞に組み入れられた場合でも「と」が伴わな
ければならない。この両者の相違は，両者の語葉性の程度の差を示唆している。
*7 この場合 i??パタバタとする) ??ドキドキとする， ??ゴソゴソとする， ??クヨクヨと
するJのような iとj を含む表現がむしろ自然でないこともある(田守 1991:112-115)。
? ?
拡張ま護形の形態帝鵠深生 (那須昭夫)






に相当するべ上述の由守 (1991)の説明に沿うと 3 単純皮{変形がそれS
f本安定した諾としてかなりの程度に語数化されているのに対し，拡張反複形は fとj




















ヰ8 ただし，間守 (1991) の記述では拡強反復態に寵する




















( 17) ピカッ，アワッ，パサツ s パタン，ゴ 3ン/，ガシャン
これらの形態の末是に含まれる保者・設昔は接尾辞と解釈できることから
1965; 泉 1976; 車部 1992)，以下， (17)のオノマトベを「接辞付加形j とi呼ぶ。接
と;立無縁の形態だが，それにもかかわら
と問機の特散を示す。















( 19) ピカッ(と) pi (ka' Q) 
フワッ(と) hu (wa' Q) 
パサッ(と) ba (sa' Q) 
ノくタン (と) ba (ta' N) 
ゴロン(と) go (ro' N) 











田守・スコケラップ (1999:190) は，助詞「と Jの義務的付加は当該のオノマト
ベの語集性の低さと関わりがあるとし iとJを義務的に必要とする諸語形につい
て次のように述べている。(引用中の下線・波線は本稿筆者)

























(2!) a. ノくタ]ン O 
b. ノtタノくタ]ン
c. ノミタノくタノミタ]ン 2 
d. ノミタノくタノくタノくタ]ン 3 
























ベル)1慎序づけ (Ievel-ordering)Jのモデノレを通じて捉える。那須 (2015) は，オノ
マトペの接尾辞と反復辞の問に，次のような派生上の傾序づけが成り立っているこ
とを明らかにしている。
(23) a. Level i :接尾辞付加規則+アクセント付与規則













上の順序づけ (23)の根拠のーっとして那須 (2015) が指摘するのは，接辞付加形
と単純反復形のアクセント構造の対極性である。下に示すように，接辞付加形が語
末型のアクセントを持つのに対し 3 単純反復形は語頭型のアクセントを持つ。












Level i 接尾辞付加 bata + N 
アク規則 (13) ba (ta' N) # (ba' ta) # 
LeveJj 反復辞付加 ba' ta + RED 





























Level i bata + N 
ク規則 (13) ba (ta' N) # 
Levelj RED bata' N 
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